
諺務麹勧 4No504平成3年月10日号
岳日日”田“〇〇°〇〇°1

大隈卒！
き　り業

●●′耕印す ���� �Å∴計彊 
ば可で 撲毒 せ／くむ 甲賀－i詐 弱音臆し忠 子 　° 

薄 や ∴言書∴∴∴ （1“‘ �）l L∴ユ1－ 　　r‾〇〇〇‾ 　　∴＋「 　ノ了・1－■▲1 �ヾ 

∴高 ∴∴ ∴「 

糠∴嘗∵∴：∴ 纏最臥∴籍 

ゝ雄蛮 I � 

81－固定。 �� � �） 〈 ‡ ！ �！ �� ／／マフメ 録言 ��� 

「〕 � �ヽ　∴ ���＼ ��し題 

〆＼、 ∴一、、∴＼一 　∴ヽ ���温 

ゝ∴，∴よへ ���　㌻∴：∵∴∵∴∴∴一∴ 3月19日、島門小卒業式のスナップです， ∴÷∴∵∴． 　ー＿，）＼＿ 

”〇°eS○＿””＿○

EH
RH
日田獲
り　ル

●
と
き
＝
4
月
2
8
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
＝

芦
屋
町
遠
賀
川
河
川
敷

「
自
然
・
環
境
・
く
ら
し
を
見
直

そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
　
〝
リ
サ
イ
ク

ル
市
民
ま
つ
り
〟
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ア
ル
ミ
缶
の

回
収
を
は
じ
め
、
石
け
ん
作
り
の

実
演
、
バ
ザ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

又
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
テ
ー
マ
に

当
日
出
展
を
希
望
さ
れ
る
団
体
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
＝

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
℡
2
0
2
－
2
8
1
3
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積
極
派
人
間
を
応
援
し

奉
の
サ
ー
ク
ル
会
員
大
募
集
。

●
練
習
日
＝
毎
月
第
2
・
4
の
月
曜
と

火
曜
日
の
9
時
か
ら
1
2
時

ま
で
と
1
3
時
か
ら
1
7
時
ま

で

●
と
こ
ろ
＝
総
合
運
動
公
園
内
閲
雲
量

●
対
　
禽
＝
町
内
の
人
な
ら
年
令
を
問

い
ま
せ
ん
。

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
5
0
0
円

●
そ
の
他
＝
指
導
者
は
老
楽
窯
の
中
村

先
生
で
す
。

●
申
込
先
＝
下
川
正
夫
（
新
町
）

℡

（

2

9

3

）

1

1

1

1

年
会
費
　
4
、
5
0
0
円

●
申
込
先
＝
松
本
　
実
（
浅
木
）

℡

（

2

9

3

）

1

8

8

9

手
あ
み
を
楽
し
ん
で
み
た
い
人
、
基

礎
か
ら
正
し
く
勉
強
し
た
い
人
、
棒
針

カ
ギ
針
、
ア
フ
ガ
ン
あ
み
の
作
品
を
楽

し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
＝
毎
週
金
曜
日
（
月
4
回
）

の
1
0
時
か
ら
1
2
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
親
密
覚
室

●
対
　
亀
＝
ど
な
た
で
も
自
由

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
3
0
0
円

●
申
込
先
＝
長
谷
幸
子
（
若
松
）

℡
（
2
9
3
）
4
2
0
7

ー
老
人
集
会
室
③

●
対
　
象
＝
ど
な
た
で
も
自
由

●
費
　
用
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
3
、
1
0
0
円

●
申
込
先
＝
渡
辺
紀
久
子
（
浅
木
）

℡
（
2
9
3
）
4
7
0
0

0
0
円
月
4
回
…
3
、

0
0
円
（
花
樹
代
は
実
費

●
申
込
先
＝
福
永
真
紀
子
（
新
町
）

℡
（
2
9
3
）
0
5
8

漢
詩
を
読
み
人
世
を
知
る
。
詩
吟

秋
の
菊
花
展
示
会
を
目
指
し
て
菊
作

り
に
励
み
ま
せ
ん
か
。
経
験
や
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。
お
気
種
に
ど
う
ぞ
。

●
練
習
日
I
I
毎
月
第
l
日
曜
日
の
1
3
時

か
ら
1
5
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
　
講
義
室

●
対
　
亀
＝
ど
な
た
で
も
自
由

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

五
・
七
・
五
の
七
文
字
は
、
宇
宙
の

一
部
を
切
り
取
っ
て
、
そ
こ
に
自
分
を

は
め
込
ん
で
、
自
然
を
讃
歌
す
る
心
。

●
練
習
日
＝
毎
月
第
l
・
3
金
曜
日
の

1
3
時
か
ら
1
5
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ
I
I
中
央
公
民
館

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
5
0
0
円

●
申
込
先
＝
玉
野
信
彦
（
浅
木
）

℡

（

2

9

3

）

1

1

0

7

長
い
歴
史
の
中
で
日
本
人
が
育
て
上
ナ

た
芸
道
で
き
わ
め
て
価
値
の
あ
る
も

人
の
道
・
礼
節
を
一
緒
に
学
び
ま

んか。
●
練
習
日
＝
毎
週
月
曜
日
の
1
3
時
0
0
分

か
ら
1
6
時
ま
で

●
と
こ
ろ
＝
東
和
苑
石
井
宅

●
対
　
象
＝
ど
な
た
で
も
自
由

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、

和
裁
教
室
も
今
年
で
鳩
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
服
、
モ
ン
ペ
か
ら
振

袖
、
留
袖
ま
で
自
分
の
手
で
お
作
り
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
＝
毎
月
第
l
・
2
・
3
火
曜

日

●
と
こ
ろ
＝
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

●
申
込
先
＝
石
井
節
子
（
東
和
苑
）

℡
（
2
9
3
）
4
5
7

●
練
習
日
＝
毎
週
月
曜
日
の
m
時
か
ら

1
2
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ
I
I
公
民
館
別
館
広
間

●
対
　
象
＝
ど
な
た
で
も
自
由

●
費
　
用
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
月
2
回
…
2
、
1

●
練
習
日
＝
毎
週
月
曜
日
の
鳩
時
か
ら
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下、

楽
し
い
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、
ダ
ン
ス

を
踊
り
ま
せ
ん
か
。
「
私
は
ダ
メ
ー
」

と
い
う
ゐ
な
た
も
、
き
っ
と
踊
れ
ま
す
。

●
続
田
口
＝
毎
週
金
曜
日
の
1
9
時
5
0
分

か
ら
頒
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
＝
コ
ミ
ユ
一
－
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル

●
対
　
象
＝
男
女
（
初
級
・
中
級
）

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
3
、
0
0
0
円

月
会
費
　
3
、
5
0
0
円

●
申
込
先
＝
柿
木
一
子
（
東
和
苑
）

℡
（
2
9
3
）
3
9
6
4

か
ら
1
9
時
ま
で
と
土
曜
日

の
調
時
か
ら
1
7
時
ま
で

（
日
曜
日
は
練
習
試
合
ま

た
は
公
式
戦
）

●
と
こ
ろ
＝
遠
賀
総
合
公
園
内
み
ど
り

の
広
場

●
対
　
象
＝
小
学
2
年
生
か
ら
6
年
生

ま
で
の
男
女
の
児
童

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
l
、
5
0
0
円

●
申
込
先
＝
代
表
　
嶋
崎
ま
で

℡
（
2
8
2
）
3
1
5
6

日
の
1
8
時
か
ら
1
9
時
0
0
分
ま
で

▽
島
田
小
輩
棲
体
育
館
＝
毎
週
水
・
土

曜
日
の
1
8
時
か
ら
1
9
時
0
0
分
ま
で

●
申
込
先
＝
石
松
　
敦
（
上
別
府
）

℡

（

2

9

3

）

2

9

9

4

【
広
濃
教
室
】

●
練
習
日
・
と
こ
ろ

▽
広
葉
小
学
校
体
育
競
＝
毎
週
火
・
金

曜
日
の
1
8
時
か
ら
陶
時
5
0
分
ま
で
。

●
申
込
先
＝
萩
本
悦
子
へ
中
央
）

℡
（
2
9
3
）
6
5
8
2

●
と
こ
ろ
＝
総
合
運
動
公
園
ゲ
ラ
ウ
ン

●
対
　
象
＝
町
内
に
お
住
ま
い
の
0
0
繊

以
上
の
人

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

年
会
費
　
5
、
0
0
0
円

●
申
込
先
＝
萩
尾
（
遠
賀
川
）

か
（
2
9
3
）
0
1
1
6

●
対
　
象
＝
ど
な
た
で
も
自
由

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
先
＝
八
坂
カ
ズ
ヨ
（
遠
賀
川
）

℡

（

2

9

3

）

1

1

8

9

ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
な
ど
を
老
い
も
若

き
も
額
に
汗
し
て
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま

す
。
多
数
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。●
練
習
日
＝
毎
週
金
曜
日
の
1
9
時
鳩
分

か
ら
2
1
時
1
5
分
ま
で
。

●
と
こ
ろ
＝
松
の
本
公
民
館

●
対
　
象
I
I
ど
な
た
で
も
自
由

●
会
　
費
I
I
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
先
I
－
松
尾
永
子
（
松
の
本
）

℡

（

2

9

3

）

5

5

5

1

弓
道
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
武

道
で
す
。
心
身
の
鍛
練
に
終
身
で
さ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
老
若
男
女
を
問
い
ま

せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
練
誓
目
＝
毎
日
（
日
曜
を
除
く
）
の

1
8
時
か
ら
2
1
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ
＝
総
合
連
動
公
園
内
弓
道
場

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
l
、
0
0
0
円

学
生
は
無
料

月
会
費
一
般
5
0
0
円

学
生
2
0
0
円

●
申
込
先
＝
添
田
意
志
（
別
府
）

℡

（

2

9

3

）

1

5

5

1

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
カ
ヌ

ー
熱
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
然
大
好

き
人
間
の
人
、
一
度
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で

す。●
練
曹
目
＝
5
月
か
ら
の
第
3
土
曜
日

の
1
4
時
か
ら
1
7
時
ま
で

●
と
こ
ろ
＝
遠
賀
川
を
中
心
と
し
た
河

川
、
又
年
l
回
県
内
外
の

川
下
り
を
し
ま
す
。

●
対
　
象
＝
高
校
生
以
上
の
人

●
会
　
費
＝
入
会
金
（
保
険
料
）

l

、

1

0

0

円

月
会
費
　
5
0
0
円

●
申
込
先
＝
吉
野
伊
佐
男
（
虫
生
津
）

℡
（
2
9
3
）
1
2
6
0

春
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
絶
好
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
デ
ー
ー
ス
を

始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
ラ

ケ
ッ
ト
の
振
り
方
か
ら
ゲ
ー
ム
が
楽
し

め
る
ま
で
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す

●
縄
目
目
＝
5
月
7
日
（
火
）
か
ら
毎

週
火
・
金
曜
日
の
1
9
時
か

ら
2
1
時
ま
で
（
計
0
0
回
）

●
と
こ
ろ
＝
総
合
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス

●
愛
機
料
＝
6
、
0
0
0
円
（
初
回
時

全納）

●
受
付
締
切
＝
4
月
0
0
日
（
火
）

●
申
込
先
＝
永
松
政
利
（
新
町
）

℡
（
2
9
3
）
0
8
5
4

初
心
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
思
い

通
り
に
相
手
に
伝
わ
っ
た
時
、
あ
な
た

の
別
の
世
界
が
広
が
っ
て
き
ま
す
。

●
練
習
日
＝
毎
週
木
曙
日
の
約
時
か
ら

幼
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
日
中
央
公
民
館
2
F
請
議
室

●
対
　
象
＝
興
味
の
あ
る
人
な
ら
自
由

●
会
　
費
＝
入
会
金
　
不
要

年
会
費
　
大
人
2
、
0
0

0
円
、
学
生
l
、
0
0
0

円

●
そ
の
他
＝
指
導
者
は
郡
内
聾
唖
者
の

先
生
で
す
。

●
申
込
先
＝
直
接
会
場
又
は
会
長
添
田

（
老
艮
）
℡
（
2
9
3
）

2

9

4

6

へ

日
本
に
も
や
っ
と
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
が
来
春
闘
暮
し
ま
す
。

今
や
少
年
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
野
球
を

し
の
ぐ
と
い
わ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
／
君
も

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指
さ
な
い
か

●
繍
晋
日
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
7
時

小
学
校
一
年
生
以
上
な
ら
だ
れ
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
女
子
も
大
歓
迎
〃
‥

【
遠
賀
教
室
】

●
練
習
日
・
と
こ
ろ

▽
第
一
武
道
場
＝
毎
週
月
・
金
曜
日
の

1
8
時
か
ら
1
9
時
0
0
分
ま
で

▽
遠
賀
南
中
武
道
場
＝
毎
週
水
・
土
曜

勝
負
に
こ
だ
あ
ら
ず
、
親
睦
を
深
め

ろ
目
的
の
会
で
す
。
一
緒
に
楽
し
く
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
＝
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
の

1
9
時
5
0
分
か
ら
2
1
時
柳
分

コ
ー
ラ
ス
の
楽
し
い
世
界
で
一
緒
に

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
発
声
法
も
楽
し

く
腹
式
呼
吸
で
健
康
に
／
歌
う
こ
と
で

ス
ト
レ
ス
解
消
／

●
練
習
日
＝
毎
週
土
曜
日
の
1
4
時
か
ら

1
6
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

あ
な
た
も
明
る
く
和
気
あ
い
あ
い
と

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
／

●
練
習
日
＝
毎
週
火
曜
日
の
1
8
時
0
0
分

か
ら
柳
時
5
0
分
ま
で
。

●
と
こ
ろ
＝
上
別
府
公
民
館

●
対
　
象
＝
ど
な
た
で
も
自
由

●
会
　
費
－
I
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
先
－
I
塩
田
義
広
（
上
別
府
）

℡
（
2
9
3
）
5
4
4
9



町長町議会議員拷学　童

投票日は4月21日　種喬
選挙は、私たちの暮らしの願いを政治に反映

させる最大のチャンスです。私たちの一票は暮

らしをよくするための貴重なミ意思表示sなの

です。

これからの遠賀町の政治を任せる人を選ぶ大

切な一票です。棄権や無効のない投票をしまし

ょう。

〆

遠賀町農業委員会憲章
農業委員としての自覚をもち、農業、農業者の期待と信頼に応え
るため、農業委員会活動の規範となる農業委員会憲章をここに定め
ます。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は

不
在
者
投
票
を
！

投
票
当
日
、
正
当
な
事
由
に
よ
っ
て

投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
入

場
券
又
は
身
分
を
証
明
す
る
も
の
と
印

鑑
を
持
っ
て
役
場
2
階
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
告
示
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
（
4
月
1
6
日
～
柳

田
）
ま
で
の
毎
日
午
前
8
時
5
0
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
（
土
曜
日
も
含
む
）
で

き
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
投
票
も

次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
で
す
。

当
日
は
投
票
所
入
場
券
を

忘
れ
ず
に
／

も
し
も
、
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
た

り
、
無
く
し
た
り
し
て
も
投
票
は
で
き

ま
す
。
入
場
券
が
な
い
時
は
、
投
票
所

の
受
付
け
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
身

分
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

保
険
証
）
が
あ
れ
ば
手
続
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
済
み
ま
す
。

●
二
人
以
上
の
候
補
者
の
名
前
を
書
い

た
も
の

●
候
補
者
の
名
前
の
ほ
か
に
、
余
計
な

こ
と
を
書
い
た
も
の

（
例
え
ば
、
名
前
を
○
や
「
」
印
な
ど

で
囲
ん
だ
も
の
や
名
前
の
下
に
「
へ
」

「
さ
ん
へ
」
な
ど
と
書
い
た
場
合
）

●
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
に
候
補
者
の

名
前
を
書
い
て
投
票
さ
れ
た
も
の

戸
別
訪
問
・
署
名
運
動
・
寄
附
は

か
た
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
有
権
者
の
家
を
訪
ね
て
投
票
を
依
頼

す
る
戸
別
訪
問

●
あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
投
票

依
頼
の
署
名
を
集
め
る
署
名
連
動

●
各
種
会
合
へ
の
ご
祝
儀
・
寸
志
や
入

学
・
卒
業
の
お
祝
な
ど
の
寄
附

2
1
世
紀
へ
向
け
て

遠
賀
町
農
業
委
員
会
憲
章
を
制
定

遠
賀
町
葉
菜
委
員
会
は
、
去
る
3
月
1
4
日
開
催
の
定
例
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、

次
の
目
的
の
た
め
、
農
業
委
員
会
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
我
が
国
の
慶
柴
、
農
相
は
、
外
圧
、
内
圧
の
も
と
で
、
そ
の
在
り
方
が

根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
大
き
な
変
動
と
変
革
の
時
期
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
に
当
た
り
、
経
済
社
会
の
基
幹
的
産
業
と
し
て
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
足
腰
の

強
い
農
業
の
確
立
を
図
り
、
そ
の
先
達
と
し
て
の
役
割
を
濃
紫
委
員
会
が
果
す
た

め
に
、
定
め
た
も
の
で
す
。一

、
農
業
委
員
会
は
、

農
業
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
誇
り
と
責
任
あ
る
行
動

に
努
め
ま
す
。

農
用
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を
進
め
、
法
令
に
基
づ
く
適

性
な
農
地
行
政
に
努
め
ま
す
。

農
地
銀
行
活
動
を
確
立
し
、
農
用
地
の
流
動
化
と
集
団
化

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

産
業
と
し
て
の
農
業
を
確
立
す
る
た
め
、
担
い
手
の
育
成

と
後
継
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

活
力
あ
る
農
業
、
農
村
を
築
く
た
め
、
鰐
造
政
策
と
地
域

活
性
化
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

農
業
経
営
と
暮
ら
し
の
発
展
の
た
め
、
情
報
の
収
集
、
提

供
活
動
に
努
め
ま
す
。

農
業
者
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
、
新
時
代
を
ひ
ら
く
農
政

の
確
立
に
努
め
ま
す
。

国
土
保
全
と
自
然
環
境
を
守
り
、
地
域
住
民
が
住
ん
で
良

か
っ
た
と
痛
感
す
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

農
業
を
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、
蔀
市
近
郊
農

業
の
有
利
性
を
い
か
す
た
め
に
、
土
地
基
盤
整
備
等
を
推

進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

農
産
物
の
生
産
性
向
上
を
図
り
、
安
全
で
か
つ
美
味
し
い

食
料
の
自
給
に
努
め
ま
す
。



●　●　●

料揚時

会所同

題

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と
B
C
G
接
種

●
期
　
日
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

4
月
1
6
日
（
火
）

・
B
C
G
接
種

4
月
1
8
日
（
木
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

・
接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
今
ま
で
1
度
も
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
と
B
C
G

を
受
け
て
い
な
い
3
カ
月

～
倣
カ
月
未
満
児

●
接
種
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
頭
後

節
時
間
お
い
て
判
定
、
陰

性
者
の
み
B
C
G
接
種

狂
犬
病
予
防
注
射

（もれ者）

各
地
区
巡
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
狂
犬
病
予
防

注
射
（
も
れ
者
）
を
行
い
ま
す
。
飼
い
犬

へ
の
受
精
と
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
期
　
日
　
4
月
柳
日
（
土
）

1
0
時
～
日
時
5
0
分

役
場
車
庫
前

4
、
6
4
0
円

（
登
録
・
注
射
料
）

ま
た
、
当
日
も
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
は
遠
賀
郡
・
中
間
市
内
の
動
物
病
院

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
メ
モ

遠
賀
町
で
の
、
三
種
混
合
と

諦
三
種
混
合
の
二
つ
の
予
防
接

種
の
受
け
方
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

●
三
種
混
合

（
糖
胱
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
）

生
後
三
か
月
か
ら
四
十
八
か
月
ま
で

の
間
に
、
一
期
・
二
期
を
終
わ
ら
せ
ま

す
。
た
だ
し
、
四
十
八
か
月
ま
で
に
一

期
だ
け
が
終
わ
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は

六
十
六
か
月
ま
で
接
種
が
で
き
ま
す
。

接
種
の
時
期
は
、
七
月
と
八
月
を
除

い
た
一
年
中
で
す
。
な
お
、
料
金
は
無

料
で
す
。

●
新
三
種
混
合

（
籍
寝
肌
理
風
疹
、
）

生
後
十
二
か
月
か
ら
七
十
二
か
月
ま

で
の
問
に
接
種
し
ま
す
。
た
だ
し
、
す

で
に
麻
疹
の
予
防
接
穂
を
受
け
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、
こ
の
新
三
種
混
合
の
公

費
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
の
時
期
は
、
七
月
と
八
月
を
除

い
た
一
年
中
で
す
。

料
金
は
、
二
、
0
0
0
円
。
た
だ
し

生
活
保
護
世
帯
と
町
民
税
が
非
課
税
か

均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯
に
つ
い
て
は

無
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
の
二
つ
の
予
防
接
種
は
、
役
場
で

は
な
く
町
内
の
医
院
・
病
院
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

●
接
種
病
院
・
医
院

▼
青
柳
医
院
・
衛
藤
医
院

▼
浅
木
病
院

問
診
票
は
各
医
院
・
病
院
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
新
一
二
謹
混
合
の

無
料
用
問
診
票
は
、
役
場
保
健
衛
生
係

窓
口
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
接
種
に
は
母
子
手
帳
が
必
要

で
す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
時

は
、
予
防
接
種
注
意
事
項
（
新
三
種
混

合
に
つ
い
て
は
、
接
種
説
明
書
）
を
必

ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

旅
行
シ
ー
ズ
ン
。
宿
泊
先
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
…

こ
れ
か
ら
絶
好
の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
り
ま
す
が
、
旅
先
で
は
思
わ
ぬ
危

険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
も
ご
承
知

の
と
お
り
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
の
火
事
は

予
期
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
火
し
て
、

多
数
の
犠
牲
者
を
だ
し
ま
す
。
旅
先
の

旅
館
や
ホ
テ
ル
で
の
火
事
を
想
定
し

て
、
我
身
を
守
る
た
め
防
災
の
基
本
的

知
識
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
ら
、
備
え
付
け

の
避
難
経
路
図
に
沿
っ
て
避
難
口
ま

で
歩
い
て
み
ろ
。
（
屋
上
へ
も
避
難

で
き
る
か
極
め
る
）

●
都
塵
に
最
も
近
い
消
火
器
の
位
置
を

確
め
る
。

●
避
難
器
具
の
あ
る
場
所
と
使
用
方
法

を
確
め
る

●
部
屋
に
備
え
付
け
の
懐
中
電
灯
が
点

灯
す
る
か
確
認
す
る
。

●
火
事
の
時
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使

用
し
な
い
。

●
い
ざ
と
い
う
時
は
、
従
業
員
の
指
示

に
従
う
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数
（
l
月
～
2
月
）

お
ん
が
矯
歌
会
詠
革
河
　
中
　
指
　
喜
　
連

さ
り
げ
な
さ
挨
拶
の
み
で
満
た
さ
る
る
人
に
会
い
た
り
冬
晴
れ
の
通
　
伊
藤
ア
キ
コ

波
形
に
第
日
し
ろ
き
石
庭
を
ほ
し
い
ま
ま
な
る
春
の
や
わ
ら
日
　
　
中
野
ス
エ
ノ

冬
晴
れ
の
温
き
び
と
日
を
借
し
み
つ
つ
冷
え
く
る
夕
べ
花
鉢
入
る
ろ
　
三
浦
寿
美
子

や
わ
ら
か
さ
日
射
し
め
ふ
る
る
用
土
手
に
土
筆
と
り
つ
つ
孫
は
遊
べ
り
　
吉
関
銭
朗

冬
晴
れ
の
枯
れ
か
や
の
中
に
花
ひ
と
つ
う
す
く
れ
な
い
の
す
み
れ
咲

き
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
タ
ツ
ミ

遠
賀
俳
友
句
会
捗

輪
蔵
の
脇
侍
の
痛
み
冴
え
返
る

都
府
桜
の
杜
の
一
日
草
青
む

片
憲
地
の
襟
だ
て
て
ゆ
く
も
ど
り
寒

シ
ネ
ラ
リ
セ
咲
い
て
ひ
と
り
に
春
立
ち
ぬ

米
を
跨
ぐ
茂
の
目
青
さ
寒
造
り

池
　
田
　
幸
　
利
　
達

小
野
多
恵
子

徳
永
小
代
子

三
村
　
妙
子

中
島
千
代
女

柴
田
と
も
子



董董塾聾墨董彊
諾己簿謄本・抄本の交

付手数料500円が

600円に改定されます。
福岡法務局

平成3年4月1日から、登

記簿の謄本、抄本、登記事項

証明書などの交付Iこ要すろ手

数料の額が500円から600円

（1通の枚数が10枚を超える

ものについて、その超える枚

数5枚までごとの加算額は

加円）に改定されます。

登記簿の閲覧など上記以外

の手数料は、今までどおりで

す。

●間合先　福岡法務局水巻出

張所℡201－獄へ。

あなたの無蔀か無違

反慰抑年ですか？
－優良自動車運転者の表彰

県警、県交通安全協会で

は、運転継続年数が、10年

以上で無事故無違反の人を

対象に優良自転車運転者の

表彰の申請を受け付けてい

ます。

●申込期間

6月7日栓）まで

●申込み・問い合せ先

折尾警察署交通

総務係

℡（6900331

受　　●知　り受区　込入　　　＝　…　　●　‾／こ÷「＼‾へへ二二‾‾、五 �● 
け過そら水け老まみは（（串縮（（選内定対と月と 

と書経蕾崇墨喜美8莞習諜雪害員鼻薬き寿遷 

計灘締結轟轟滴置 
需：き卑続言誤5羅歎：：総員3講 鋪湘軍語義）韓晶醒盛 儀もでに町間串い室）歌曹） 先おおよが地しろ℡諸道 

諺
第
〇
認
田

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
職
責
募
集

●
採
用
職
種
）
し
尿
処
理
施
設
技
能
員

●
採
用
予
定
人
員
）
1
人

●
拭
鹸
目
）
5
月
1
9
日
（
日
）

●
資
格
）
昭
和
0
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
舶
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
●
受
付
綿
間
）
4
月
1
0
日
（
水
）
か
ら

5
月
2
日
（
木
）
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
広
域
行

政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
℡
（
2

9

3

）

3

5

8

1

郡
消
防
本
部
4
月
飾
日
～
5
月
7
日

鵜
受
験
準
備
機
首
会
○

●
と
　
き
）
6
月
9
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
）
中
間
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
●
受
付
場
所
と
期
間
）
遠
賀
郡
消
防
本

部
4
月
飾
日
～
6
月
8
日

●
問
い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
郡
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係
℡
（
2
9
3
）
1
2

3

1

圃
ー
一
級
建
築
士
試
験
と

木
造
建
築
士
試
験

危
験
物
取
扱
書
試
験

と
受
験
準
備
議
富
合

○
危
険
物
取
扱
者
檎
鹸
鵜

●
と
　
き
）
6
月
1
6
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
）
北
九
州
大
学

●
賦
鹸
種
類
）
乙
謡
（
第
1
類
～
4
類
）

と
丙
種

●
願
書
受
付
場
所
と
受
付
期
間
）
遠
賀

ペ
ル
ー
救
機
会
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

（
財
）
海
外
日
系
人
協
会
で
は
、
ペ
ル

ー
日
系
人
協
会
か
ら
の
依
頼
に
も
と
づ

き
、
厳
し
い
経
済
危
機
に
瀕
し
て
い
る

ペ
ル
ー
国
民
を
救
う
た
め
、
「
ペ
ル
ー

救
援
金
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
真
金
期
間
）
6
月
0
0
日
ま
で

●
振
込
先
）
募
金
者
が
密
接
振
込
ん
で

く
だ
さ
い
・
銀
行
＝
東
京
銀
行
日
比
谷

支
店
・
口
座
＝
普
通
預
金
0
5
5
8
9

1
5
・
名
儀
＝
ペ
ル
ー
救
援
基
金
代
表

者
長
崎
弘

●
向
い
合
わ
せ
先
）
県
企
画
振
興
部
国

際
交
流
課
渉
外
係
℡
0
9
2
（
6
4
1
）

4

0

1

3

●
と
　
き
）
・
学
科
の
試
験
7
月
7
日

（
日
）
・
設
計
製
図
の
試
験
9
月
1
5
日

（日）●
と
こ
ろ
）
九
州
産
業
大
学

●
受
験
申
込
書
配
付
潮
間
）
4
月
8
日

（
月
）
か
ら
鳩
目
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先
（
社
）
福
岡
県
建
築
士

会
℡
0
9
2
（
4
4
1
）
1
8
6
7

お
馳
㊧
芭

「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の

心
に
」
看
護
の
日
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
す
。

県
で
は
、
高
齢
化
社
会
を
支
え
て
い

く
た
め
に
、
県
民
一
人
一
人
に
世
話
や

看
護
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
「
看
護
の
日
」
を
制
定
し
、
記

念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
）
5
月
1
2
日
（
日
）
の
1
2
時
か
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税金の納付書が

変わります。
－納付書を電算機で処理一

役場から税金を納めて頂くために送

付しています納付書の形や大きさが平

成3年度課税分から変わります。

この納付書は、みなさんが金融機関

などで税金を納められた後に、役場の

電子計算横で直接文字などを読むため

の専用の納付書です。

税金を納付される時などに汚したり、

祈り曲げたりしないよう、大切にあつか

ってください。

お問い合わせは役場税務課まで

グリーン脇ッサ次北脚91

醗八鱗醗中。A
●大会期間＝9月14日（土）から

11月11日（月）まで

●と　こ　ろ

メイン会場～若松区響灘緑地
（頓田貯水池周辺）

サブ会場～小倉北区勝山公園
（小倉城周辺）

●販売期間＝2月1日（金）から

8月31日（土）まで

●販売場新二遠賀町役場産業課農政商工

係窓口　℡（293）1234

今なら海外聯諦崩空券などが当たる

抽選駒わい引はす。

♭第2回応募（八がキ）締切
平成3年8月31日（当日消印有効）

圃

ら
1
5
時
務
分
ま
で

●
と
こ
ろ
）
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス

●
催
し
物
）
記
念
講
演

「
看
護
へ
の
提
言
」

映
画
「
い
の
ち
に
寄
り
添

う
日
々
－
看
護
に
生
き

る
」
そ
の
他
色
々

●
垂
加
費
）
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
保
健
瑛
墳

部
医
療
指
導
課
℡
0
9
2
（
6
5
1
）

l
l
l
 
l

申
告
・
納
付
に
つ
い
て
の
相
談
を
4

月
鮪
日
（
火
）
と
5
月
鳩
目
（
火
）

に
八
幡
公
共
職
業
安
定
所
で
行
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
同
時
か
ら
1
5
時
5
0

分
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
労
働
部
雇

用
保
険
課
（
徴
収
係
）
℡
0
9
2
（
6

5

1

）

1

1

1

1

四
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
状
は
平
成
5

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
新
様
式
の
免
状
に

引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
は
、
九
州
運
輸
局
船
貝

部
船
舶
職
員
謀
℡
（
3
3
2
）
8
0
9

4
へ

●
問
い
合
わ
せ
先
）
水
口
ま
で
℡
（
2

9

3

）

1

5

3

9

海
技
免
状
の
「
更
新
」

と
「
引
き
換
え
」

尾
崎
・
鬼
津
の
遺
韓
の

騰
話
合
－
郷
土
文
化
研
究
会

最
近
出
土
し
た
尾
崎
、
鬼
津
の
遺
跡

中
国
と
の
経
済
・
文
化

交
流
の
無
料
相
談

中
国
と
の
経
済
・
文
化
交
流
な
ど
の

相
談
に
駐
中
国
福
岡
総
領
草
餅
の
領
事

が
応
じ
ま
す
。
申
し
込
み
は
事
前
に
電

話
で
ど
う
ぞ
。

●
と
　
き
）
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
（

労
働
保
険
料
の
申
告

と
餌
付
は
4
月
l
日

か
ら
5
月
帖
日
ま
で

労
働
保
険
の
適
用
事
業
場
は
、
毎
年

労
働
保
険
の
年
度
更
新
が
必
要
で
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、
平
成
2
年

度
の
保
険
料
を
精
算
す
る
た
め
の
確
定

保
険
料
と
平
成
3
年
度
の
概
算
保
険
料

の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
が
必
要
で
す

●
現
地
集
合
受
付
・
納
付
相
鮫

●
海
技
免
状
の
有
効
期
間
は
5
年
で
す

5
年
ご
と
に
身
体
適
正
、
知
識
、
技
能

の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
免
状
が
失
効
し
た
人
は
、
失
効
再
交

付
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
昭
和
顔
年
1
0
月
1
日
か
ら
昭
和
粥
年

4
月
約
日
の
間
に
取
得
し
た
旧
様
式
の

と
出
土
品
に
つ
い
て
の
講
話
会
で
す
。

考
古
学
に
興
味
の
あ
る
人
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
4
月
約
日
（
土
）
の
1
3
時
　
●
と
こ
ろ
）

0
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
）
中
央
公
民
館
　
和
室

●
議
　
沸
）
　
「
尾
崎
・
鬼
津
の
遺
跡
と
　
●
申
込
み
・

出
土
品
に
つ
い
て
」

●
繍
　
節
）
町
教
育
委
員
会
学
芸
貝

武
田
光
正
氏

●
そ
の
他
）
講
演
終
了
後
に
総
会
を
開

き
ま
す
。

日
中
両
国
の
祝
日
は
休

み
）
の
午
後
2
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
。

北
九
州
中
国
相
談
事
務
所

（
小
倉
北
区
浅
野
3
丁
目
北

九
州
国
際
会
議
場
2
F
）

－
問
い
合
わ
せ
先
）
文
化
関

係
－
北
九
州
市
企
画
局
交

流
課
℡
（
5
8
2
）
2
1

6
3
、
経
済
関
係
↓
北
九

州
商
工
会
議
所
℡
（
5
4

1

）

0

1

8

1



ふるさと遠賀の〃歴史と文化クを
紹介するページです。藷三重∴ふるさと酸歩道

ふるさと遠賀の
むかし話を
お聞かせください。

明治、大正、昭和、そして平成と激動の時
代を生き抜き、ふるさと過賞を育ててきた人
たちがいます。
そこにはたくさんの人々の血と汗と涙があ

り、一人一人の思いが伝わってきます。

ふるさと散歩道は、そんな思いも紹介したい

と考えています。子とも時代の思い出や地域

に伝わるいろいろな昔

話をお聞かせください。
「こんな思い出がある」
「あんな昔話がある」

というおじいちゃん、
おばあちゃん、役場企
画課の広舗おんが℡
（293）1234までご連絡

ください。

人？ぅごき
平成3年3月末日現在（前月比）

●世帯i数　　　　●人　口

5，121（＋10）17，470（＋67）

●男……8，306　●女……9．164

●転入……215　●転出…‥i140

●出生………11　●死亡……‥i19

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷冷牟田印刷合資会社

私重
●
〝
．
ノ

ーしかる回 こ
の
身
近
な
文
化
財
を
大
切
に
し
、
次
の
時
代
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
す
る
〝
ふ

た
ち
の
住
む
″
ふ
る
さ
と
遠
賀
町
〟
に
は
、
今
も
な
お
貴

な
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
に
し
え
の
昔
よ

、
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
文
化
財
。
私
た
ち
は
、

さ
と
散
歩
道
〟
今
回
は
町
内
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
の
最
終

遠
賀
町
指
定
文
化
財
　
e

当
時
の
風
俗
・
習
慣
を
知
る
三
文
書

地
境
界
の
処
置
方
法
を
藩
に
伺
い
立
て

た
文
書
の
控
え
で
あ
る
。
本
文
書
中
、

「
巳
七
月
」
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九

年
）
に
当
た
り
、
こ
の
年
、
遠
賀
川
本

流
の
瀬
戸
付
近
の
閉
止
に
よ
る
排
水
不

良
が
、
こ
の
工
事
で
著
し
く
改
良
さ
れ

た
。
こ
と
に
鞍
手
地
方
の
水
吐
川
と
し

て
宝
木
川
上
流
の
土
地
改
善
が
推
察
で

き
る
。
郡
奉
行
永
田
伊
佐
街
門
の
遠
賀

地
方
で
の
草
葉
の
一
端
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
史
料
で
あ
る
。

年
眉
算

▽
所
在
地
　
鬼
津

▽
所
有
者
　
井
口
絹
子
氏

井
口
家
の
祖
・
井
口
又
七
氏
に
始
ま

り
、
延
宝
元
年
（
〓
ハ
七
三
年
）
か
ら

明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
ま
で
約
二

〇
〇
年
間
に
わ
た
る
語
録
で
あ
る
。
又

七
、
小
七
、
太
郎
右
衝
門
、
産
五
郎
、

宗
蔵
、
茂
吉
、
彦
五
郎
と
七
代
に
及
ぶ

井
口
家
の
豪
語
で
あ
る
。
遠
賀
郡
内
の

出
来
事
を
中
心
に
し
た
克
明
な
語
録
を

通
し
て
、
当
時
の
風
俗
、
習
慣
、
諸
行

革
、
藩
政
な
ど
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

と
く
に
明
治
初
年
の
記
録
は
当
地
方
を

知
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。

か
か
わ
る
通
船
科
を
は
じ
め
と
す
る
諸

規
定
の
取
り
決
め
で
あ
る
。
郡
奉
行
と

軍
通
の
一
国
家
と
の
間
に
二
〇
〇
年
に

わ
た
る
条
目
書
と
し
て
、
堀
川
に
か
か

わ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

奉
伺
覚

∇
所
在
地
　
町
民
俗
資
料
館

▽
所
有
者
　
木
守
区

堀
川
筋
侮
日

▽
所
在
地
　
町
民
俗
資
料
館

∇
寄
贈
者
　
土
師
　
晋
氏

文
化
六
年
、
西
川
の
改
修
工
事
に
よ

っ
て
生
じ
た
木
守
区
と
別
府
区
と
の
土

吉
田
村
車
遍
の
一
日
家
に
伝
わ
る
当

文
書
は
、
明
和
二
年
二
月
か
ら
明
治
三

年
五
月
ま
で
の
期
間
の
堀
川
の
通
船
に

▼
今
年
の
春
は
、
週
末
に
な
る
と
雨
が

降
り
だ
し
、
せ
っ
か
く
予
定
し
て
い
た

ド
ラ
イ
ブ
も
ボ
ツ
。
そ
れ
に
一
日
の
温

度
差
が
激
し
い
こ
と
…
…
番
っ
て
こ
ん

な
い
や
な
季
節
だ
っ
た
で
す
か
9
こ
れ

も
あ
の
異
常
気
象
な
の
か
も
…
…
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
▼
異
常
気
象
と

い
え
ば
自
然
破
壊
が
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
私
た
ち
の
周
り
で
は
資

源
を
再
利
用
し
よ
う
と
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
の
輪
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
ハ
ガ
辛
を
作
っ

た
り
廃
油
を
使
っ
て
の
石
ケ
ン
作
り
な

ど
私
た
ち
が
ち
ょ
っ
と
工
夫
す
れ
ば
ま

だ
ま
だ
使
え
る
も
の
ぽ
か
り
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
ま
つ
り

へ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
と

「
私
は
こ
ん
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
や
っ
て

る
よ
」
　
っ
て
い
う
人
は
　
′
広
報
お
ん

が
●
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に

待
っ
て
ま
～
す
。
　
　
　
　
　
（
池
）


